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(57)【要約】
【課題】高いシール性能を有する非接触型の密封構造を 
、強度の低下を抑制しつつ簡易な構成で実現することが 
できる軸受を提供する。
【解決手段】軸受１０は、軌道面１１、及び軸方向Ａに 
おける第１側の端面１３を有する第１内輪１と、軌道面 
３１、及び第１側の端面３３を有する第１外輪３と、第 
１内輪１の軌道面１１と第１外輪３の軌道面３１との間 
に配置された複数の第１円筒ころ５と、第１外輪３に取 
り付けられ、第１内輪１と第１外輪３との間の隙間を第 
１側から覆う第１シール７と、を備える。第１内輪１の 
端面１３は、第１外輪３の端面３３に対して第１側に位 
置している。第１内輪１の端面１３には、軸方向Ａを深 
さ方向として円環状に延在する第１溝１４が形成されて 
いる。第１シール７は、複数の軸方向ラビリンスＡＬ１ 
，ＡＬ２が形成されるように第１溝１４内に配置された 
第１円筒部７１を有する。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
軌 道 面 、 及 び 軸 方 向 に お け る 一 方 の 側 の 端 面 を 有 す る 第 １ 内 輪 と 、
軌 道 面 、 及 び 前 記 一 方 の 側 の 端 面 を 有 す る 第 １ 外 輪 と 、
前 記 第 １ 内 輪 の 前 記 軌 道 面 と 前 記 第 １ 外 輪 の 前 記 軌 道 面 と の 間 に 配 置 さ れ た 複 数 の 第 １ こ  
ろ と 、
前 記 第 １ 外 輪 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 第 １ 内 輪 と 前 記 第 １ 外 輪 と の 間 の 隙 間 を 前 記 一 方 の 側  
か ら 覆 う 第 １ シ ー ル と 、 を 備 え 、
前 記 第 １ 内 輪 の 前 記 端 面 は 、 前 記 第 １ 外 輪 の 前 記 端 面 に 対 し て 前 記 一 方 の 側 に 位 置 し て お  
り 、
前 記 第 １ 内 輪 の 前 記 端 面 に は 、 前 記 軸 方 向 を 深 さ 方 向 と し て 円 環 状 に 延 在 す る 第 １ 溝 が 形  
成 さ れ て お り 、
前 記 第 １ シ ー ル は 、 複 数 の 軸 方 向 ラ ビ リ ン ス が 形 成 さ れ る よ う に 前 記 第 １ 溝 内 に 配 置 さ れ  
た 円 筒 部 を 有 す る 、 軸 受 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ 内 輪 の 前 記 端 面 は 、 前 記 第 １ 溝 に 対 し て 径 方 向 に お け る 内 側 に 位 置 す る 第 １ 領 域  
と 、 前 記 第 １ 溝 に 対 し て 前 記 径 方 向 に お け る 外 側 に 位 置 す る 第 ２ 領 域 と 、 を 含 み 、
前 記 第 ２ 領 域 は 、 前 記 第 １ 領 域 に 対 し て 前 記 軸 方 向 に お け る 他 方 の 側 に 位 置 し て お り 、
前 記 第 １ シ ー ル は 、 前 記 円 筒 部 か ら 前 記 外 側 に 延 在 す る 底 壁 部 を 更 に 有 し 、
前 記 底 壁 部 に お け る 前 記 他 方 の 側 の 表 面 は 、 前 記 第 ２ 領 域 に 対 し て 前 記 一 方 の 側 に 位 置 し  
て お り 且 つ 前 記 第 １ 領 域 に 対 し て 前 記 他 方 の 側 に 位 置 し て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 軸 受 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ 内 輪 は 、 前 記 第 １ 内 輪 の 前 記 軌 道 面 に 対 し て 前 記 一 方 の 側 に 設 け ら れ た 鍔 部 を 有  
し 、
前 記 第 １ 溝 は 、 前 記 鍔 部 に 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 軸 受 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ 内 輪 の う ち 前 記 第 １ 溝 が 形 成 さ れ た 部 分 は 、 前 記 第 １ 溝 に 対 し て 径 方 向 に お け る  
内 側 に 位 置 す る 第 １ 部 分 と 、 前 記 第 １ 溝 に 対 し て 前 記 径 方 向 に お け る 外 側 に 位 置 す る 第 ２  
部 分 と 、 を 含 み 、
前 記 径 方 向 に お け る 前 記 第 １ 部 分 の 厚 さ は 、 前 記 径 方 向 に お け る 前 記 第 ２ 部 分 の 厚 さ よ り  
も 大 き い 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 軸 受 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 １ 内 輪 に 対 し て 前 記 軸 方 向 に お け る 他 方 の 側 に 配 置 さ れ 、 軌 道 面 、 及 び 前 記 他 方 の  
側 の 端 面 を 有 す る 第 ２ 内 輪 と 、
前 記 第 １ 外 輪 に 対 し て 前 記 他 方 の 側 に 配 置 さ れ 、 軌 道 面 、 及 び 前 記 他 方 の 側 の 端 面 を 有 す  
る 第 ２ 外 輪 と 、
前 記 第 ２ 内 輪 の 前 記 軌 道 面 と 前 記 第 ２ 外 輪 の 前 記 軌 道 面 と の 間 に 配 置 さ れ た 複 数 の 第 ２ こ  
ろ と 、
前 記 第 ２ 外 輪 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 第 ２ 内 輪 と 前 記 第 ２ 外 輪 と の 間 の 隙 間 を 前 記 他 方 の 側  
か ら 覆 う 第 ２ シ ー ル と 、 を 更 に 備 え 、
前 記 第 ２ 内 輪 の 前 記 端 面 は 、 前 記 第 ２ 外 輪 の 前 記 端 面 に 対 し て 前 記 他 方 の 側 に 位 置 し て お  
り 、
前 記 第 ２ 内 輪 の 前 記 端 面 に は 、 前 記 軸 方 向 を 深 さ 方 向 と し て 円 環 状 に 延 在 す る 第 ２ 溝 が 形  
成 さ れ て お り 、
前 記 第 ２ シ ー ル は 、 複 数 の 軸 方 向 ラ ビ リ ン ス が 形 成 さ れ る よ う に 前 記 第 ２ 溝 内 に 配 置 さ れ  
た 円 筒 部 を 有 す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 軸 受 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 非 接 触 型 の 密 封 構 造 を 有 す る 軸 受 に 関 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
特 許 文 献 １ に は 、 内 輪 と 、 外 輪 と 、 複 数 の 円 す い こ ろ と 、 外 輪 に 固 定 さ れ た シ ー ル 部 材 と  
、 を 備 え る 軸 受 で あ っ て 、 内 輪 に お け る 一 方 の 端 面 に 形 成 さ れ た 円 周 溝 内 に シ ー ル 部 材 の  
先 端 が 配 置 さ れ た 軸 受 が 記 載 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ の 図 ９ 及 び 図 １ ０ 参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ １ － ２ ２ ０ ４ ２ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 許 文 献 １ に 記 載 の 軸 受 で は 、 内 輪 に お け る 軌 道 面 と 一 方 の 端 面 と の 間 の 距 離 が 、 外 輪 に  
お け る 軌 道 面 と 一 方 の 端 面 と の 間 の 距 離 よ り も 小 さ く な っ て お り 、 そ の 上 で 、 内 輪 に お け  
る 一 方 の 端 面 に 円 周 溝 が 形 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 軸 受 で は 、 内 輪  
の 強 度 が 低 下 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 、 高 い シ ー ル 性 能 を 有 す る 非 接 触 型 の 密 封 構 造 を 、 強 度 の 低 下 を 抑 制 し  
つ つ 簡 易 な 構 成 で 実 現 す る こ と が で き る 軸 受 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 軸 受 は 、 軌 道 面 、 及 び 軸 方 向 に お け る 一 方 の 側 の 端 面 を 有 す る 第 １ 内 輪 と 、 軌 道  
面 、 及 び 一 方 の 側 の 端 面 を 有 す る 第 １ 外 輪 と 、 第 １ 内 輪 の 軌 道 面 と 第 １ 外 輪 の 軌 道 面 と の  
間 に 配 置 さ れ た 複 数 の 第 １ こ ろ と 、 第 １ 外 輪 に 取 り 付 け ら れ 、 第 １ 内 輪 と 第 １ 外 輪 と の 間  
の 隙 間 を 一 方 の 側 か ら 覆 う 第 １ シ ー ル と 、 を 備 え 、 第 １ 内 輪 の 端 面 は 、 第 １ 外 輪 の 端 面 に  
対 し て 一 方 の 側 に 位 置 し て お り 、 第 １ 内 輪 の 端 面 に は 、 軸 方 向 を 深 さ 方 向 と し て 円 環 状 に  
延 在 す る 第 １ 溝 が 形 成 さ れ て お り 、 第 １ シ ー ル は 、 複 数 の 軸 方 向 ラ ビ リ ン ス が 形 成 さ れ る  
よ う に 第 １ 溝 内 に 配 置 さ れ た 円 筒 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 軸 受 で は 、 第 １ 外 輪 に 取 り 付 け ら れ た 第 １ シ ー ル の 円 筒 部 が 、 第 １ 内 輪 の 端 面 に 形 成  
さ れ た 第 １ 溝 内 に 配 置 さ れ る こ と で 、 複 数 の 軸 方 向 ラ ビ リ ン ス が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に  
よ り 、 軸 受 の 構 成 部 品 以 外 の 部 品 を 利 用 し な く て も 、 高 い シ ー ル 性 能 を 有 す る 非 接 触 型 の  
密 封 構 造 を 実 現 す る こ と が で き る 。 更 に 、 第 １ 溝 が 形 成 さ れ た 第 １ 内 輪 の 端 面 が 、 第 １ 外  
輪 の 端 面 に 対 し て 軸 方 向 に お け る 一 方 の 側 に 位 置 し て い る 。 つ ま り 、 第 １ 内 輪 に お け る 軌  
道 面 と 端 面 と の 間 の 距 離 が 、 第 １ 外 輪 に お け る 軌 道 面 と 端 面 と の 間 の 距 離 よ り も 大 き く な  
っ て い る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 溝 が 形 成 さ れ る こ と に 起 因 し て 第 １ 内 輪 の 強 度 が 低 下 す る の  
を 抑 制 す る こ と が で き る 。 以 上 に よ り 、 こ の 軸 受 に よ れ ば 、 高 い シ ー ル 性 能 を 有 す る 非 接  
触 型 の 密 封 構 造 を 、 強 度 の 低 下 を 抑 制 し つ つ 簡 易 な 構 成 で 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 軸 受 で は 、 第 １ 内 輪 の 端 面 は 、 第 １ 溝 に 対 し て 径 方 向 に お け る 内 側 に 位 置 す る 第  
１ 領 域 と 、 第 １ 溝 に 対 し て 径 方 向 に お け る 外 側 に 位 置 す る 第 ２ 領 域 と 、 を 含 み 、 第 ２ 領 域  
は 、 第 １ 領 域 に 対 し て 軸 方 向 に お け る 他 方 の 側 に 位 置 し て お り 、 第 １ シ ー ル は 、 円 筒 部 か  
ら 外 側 に 延 在 す る 底 壁 部 を 更 に 有 し 、 底 壁 部 に お け る 他 方 の 側 の 表 面 は 、 第 ２ 領 域 に 対 し  
て 一 方 の 側 に 位 置 し て お り 且 つ 第 １ 領 域 に 対 し て 他 方 の 側 に 位 置 し て い て も よ い 。 こ れ に  
よ れ ば 、 第 １ シ ー ル の 形 状 の 単 純 化 を 図 り つ つ 、 軸 受 に よ る 占 有 空 間 の 大 型 化 を 抑 制 す る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 軸 受 で は 、 第 １ 内 輪 は 、 第 １ 内 輪 の 軌 道 面 に 対 し て 一 方 の 側 に 設 け ら れ た 鍔 部 を  
有 し 、 第 １ 溝 は 、 鍔 部 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。 こ れ に よ れ ば 、 第 １ 溝 が 形 成 さ れ る こ と  
に 起 因 し て 第 １ 内 輪 の 強 度 が 低 下 す る の を よ り 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 軸 受 で は 、 第 １ 内 輪 の う ち 第 １ 溝 が 形 成 さ れ た 部 分 は 、 第 １ 溝 に 対 し て 径 方 向 に  
お け る 内 側 に 位 置 す る 第 １ 部 分 と 、 第 １ 溝 に 対 し て 径 方 向 に お け る 外 側 に 位 置 す る 第 ２ 部  
分 と 、 を 含 み 、 径 方 向 に お け る 第 １ 部 分 の 厚 さ は 、 径 方 向 に お け る 第 ２ 部 分 の 厚 さ よ り も  
大 き く て も よ い 。 こ れ に よ れ ば 、 第 １ 溝 が 形 成 さ れ る こ と に 起 因 し て 第 １ 内 輪 の 強 度 が 低  
下 す る の を よ り 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 軸 受 は 、 第 １ 内 輪 に 対 し て 軸 方 向 に お け る 他 方 の 側 に 配 置 さ れ 、 軌 道 面 、 及 び 他  
方 の 側 の 端 面 を 有 す る 第 ２ 内 輪 と 、 第 １ 外 輪 に 対 し て 他 方 の 側 に 配 置 さ れ 、 軌 道 面 、 及 び  
他 方 の 側 の 端 面 を 有 す る 第 ２ 外 輪 と 、 第 ２ 内 輪 の 軌 道 面 と 第 ２ 外 輪 の 軌 道 面 と の 間 に 配 置  
さ れ た 複 数 の 第 ２ こ ろ と 、 第 ２ 外 輪 に 取 り 付 け ら れ 、 第 ２ 内 輪 と 第 ２ 外 輪 と の 間 の 隙 間 を  
他 方 の 側 か ら 覆 う 第 ２ シ ー ル と 、 を 更 に 備 え 、 第 ２ 内 輪 の 端 面 は 、 第 ２ 外 輪 の 端 面 に 対 し  
て 他 方 の 側 に 位 置 し て お り 、 第 ２ 内 輪 の 端 面 に は 、 軸 方 向 を 深 さ 方 向 と し て 円 環 状 に 延 在  
す る 第 ２ 溝 が 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ シ ー ル は 、 複 数 の 軸 方 向 ラ ビ リ ン ス が 形 成 さ れ る よ う  
に 第 ２ 溝 内 に 配 置 さ れ た 円 筒 部 を 有 し て も よ い 。 こ れ に よ れ ば 、 複 列 こ ろ 軸 受 に お い て 、  
高 い シ ー ル 性 能 を 有 す る 非 接 触 型 の 密 封 構 造 を 、 強 度 の 低 下 を 抑 制 し つ つ 簡 易 な 構 成 で 実  
現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 高 い シ ー ル 性 能 を 有 す る 非 接 触 型 の 密 封 構 造 を 、 強 度 の 低 下 を 抑 制 し つ  
つ 簡 易 な 構 成 で 実 現 す る こ と が で き る 軸 受 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 一 実 施 形 態 の 軸 受 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ る 軸 受 の 一 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 変 形 例 の 軸 受 の 一 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 変 形 例 の 軸 受 の 一 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 各 図 に お い て  
同 一 又 は 相 当 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 重 複 す る 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 軸 受 １ ０ は 、 第 １ 内 輪 １ と 、 第 ２ 内 輪 ２ と 、 第 １ 外 輪 ３ と 、 第 ２  
外 輪 ４ と 、 複 数 の 第 １ 円 筒 こ ろ （ 第 １ こ ろ ） ５ と 、 複 数 の 第 ２ 円 筒 こ ろ （ 第 ２ こ ろ ） ６ と  
、 第 １ シ ー ル ７ と 、 第 ２ シ ー ル ８ と 、 第 １ 保 持 器 ９ Ａ と 、 第 ２ 保 持 器 ９ Ｂ と 、 を 備 え て い  
る 。 軸 受 １ ０ は 、 複 列 円 筒 こ ろ 軸 受 で あ り 、 例 え ば 、 鉄 道 車 両 の 車 軸 用 と し て 用 い ら れ る  
。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 １ 内 輪 １ は 、 第 ２ 内 輪 ２ に 対 し て 軸 方 向 Ａ に お け る 第 １ 側 （ 一 方 の 側 ） に 配 置 さ れ て い  
る 。 換 言 す れ ば 、 第 ２ 内 輪 ２ は 、 第 １ 内 輪 １ に 対 し て 軸 方 向 Ａ に お け る 第 ２ 側 （ 他 方 の 側  
） に 配 置 さ れ て い る 。 軸 方 向 Ａ に お け る 第 ２ 側 は 、 軸 方 向 Ａ に お け る 第 １ 側 と は 反 対 側 で  
あ る 。 第 １ 内 輪 １ は 、 第 ２ 内 輪 ２ と 別 体 で 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ 内 輪 ２ と 接 触 し て い る 。  
第 １ 内 輪 １ は 、 軌 道 面 １ １ 、 内 径 面 １ ２ 及 び 端 面 １ ３ を 有 し て い る 。 端 面 １ ３ は 、 軸 方 向  
Ａ に お け る 第 １ 側 の 端 面 で あ る 。 第 ２ 内 輪 ２ は 、 軌 道 面 ２ １ 、 内 径 面 ２ ２ 及 び 端 面 ２ ３ を  
有 し て い る 。 端 面 ２ ３ は 、 軸 方 向 Ａ に お け る 第 ２ 側 の 端 面 で あ る 。 内 径 面 １ ２ 及 び 内 径 面  
２ ２ は 、 軸 （ 図 示 省 略 ） と 嵌 め 合 わ さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 １ 外 輪 ３ は 、 第 １ 内 輪 １ に 対 し て 径 方 向 Ｒ に お け る 外 側 に 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ 外 輪 ４  
は 、 第 ２ 内 輪 ２ に 対 し て 径 方 向 Ｒ に お け る 外 側 に 配 置 さ れ て い る 。 つ ま り 、 第 １ 外 輪 ３ は  
、 第 ２ 外 輪 ４ に 対 し て 軸 方 向 Ａ に お け る 第 １ 側 に 配 置 さ れ て い る 。 換 言 す れ ば 、 第 ２ 外 輪  
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４ は 、 第 １ 外 輪 ３ に 対 し て 軸 方 向 Ａ に お け る 第 ２ 側 に 配 置 さ れ て い る 。 第 １ 外 輪 ３ は 、 第  
２ 外 輪 ４ と 別 体 で 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ 外 輪 ４ と 接 触 し て い る 。 第 １ 外 輪 ３ は 、 軌 道 面 ３  
１ 、 外 径 面 ３ ２ 及 び 端 面 ３ ３ を 有 し て い る 。 端 面 ３ ３ は 、 軸 方 向 Ａ に お け る 第 １ 側 の 端 面  
で あ る 。 第 ２ 外 輪 ４ は 、 軌 道 面 ４ １ 、 外 径 面 ４ ２ 及 び 端 面 ４ ３ を 有 し て い る 。 端 面 ４ ３ は  
、 軸 方 向 Ａ に お け る 第 ２ 側 の 端 面 で あ る 。 外 径 面 ３ ２ 及 び 外 径 面 ４ ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ （ 図  
示 省 略 ） と 嵌 め 合 わ さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
複 数 の 第 １ 円 筒 こ ろ ５ は 、 第 １ 内 輪 １ の 軌 道 面 １ １ と 第 １ 外 輪 ３ の 軌 道 面 ３ １ と の 間 に 配  
置 さ れ て い る 。 複 数 の 第 １ 円 筒 こ ろ ５ は 、 軌 道 面 １ １ と 軌 道 面 ３ １ と の 間 に お い て 一 定 の  
間 隔 で 回 転 可 能 と な る よ う に 、 第 １ 保 持 器 ９ Ａ に よ っ て 保 持 さ れ て い る 。 複 数 の 第 ２ 円 筒  
こ ろ ６ は 、 第 ２ 内 輪 ２ の 軌 道 面 ２ １ と 第 ２ 外 輪 ４ の 軌 道 面 ４ １ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。  
複 数 の 第 ２ 円 筒 こ ろ ６ は 、 軌 道 面 ２ １ と 軌 道 面 ４ １ と の 間 に お い て 一 定 の 間 隔 で 回 転 可 能  
と な る よ う に 、 第 ２ 保 持 器 ９ Ｂ に よ っ て 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
第 １ 内 輪 １ の 端 面 １ ３ に は 、 軸 方 向 Ａ を 深 さ 方 向 と す る 第 １ 溝 １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 第  
１ 溝 １ ４ は 、 第 １ 側 か ら 見 た 場 合 に 、 第 １ 内 輪 １ の 中 心 線 を 中 心 と し て 円 環 状 に 延 在 し て  
い る 。 第 １ 溝 １ ４ は 、 端 面 １ ３ に お い て 、 軸 方 向 Ａ に お け る 第 １ 側 に 開 口 し て い る 。 第 ２  
内 輪 ２ の 端 面 ２ ３ に は 、 軸 方 向 Ａ を 深 さ 方 向 と す る 第 ２ 溝 ２ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ 溝  
２ ４ は 、 第 ２ 側 か ら 見 た 場 合 に 、 第 ２ 内 輪 ２ の 中 心 線 を 中 心 と し て 円 環 状 に 延 在 し て い る  
。 第 ２ 溝 ２ ４ は 、 端 面 ２ ３ に お い て 、 軸 方 向 Ａ に お け る 第 ２ 側 に 開 口 し て い る 。 第 １ 内 輪  
１ の 端 面 １ ３ は 、 第 １ 外 輪 ３ の 端 面 ３ ３ に 対 し て 軸 方 向 Ａ に お け る 第 １ 側 に 位 置 し て い る  
。 第 ２ 内 輪 ２ の 端 面 ２ ３ は 、 第 ２ 外 輪 ４ の 端 面 ４ ３ に 対 し て 軸 方 向 Ａ に お け る 第 ２ 側 に 位  
置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
第 １ シ ー ル ７ は 、 第 １ 外 輪 ３ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 第 １ 内 輪 １ と 第 １ 外 輪 ３ と の 間 の 隙  
間 を 軸 方 向 Ａ に お け る 第 １ 側 か ら 覆 っ て い る 。 第 １ シ ー ル ７ は 、 第 １ 円 筒 部 （ 円 筒 部 ） ７  
１ を 有 し て い る 。 第 １ 円 筒 部 ７ １ は 、 複 数 の 軸 方 向 ラ ビ リ ン ス が 形 成 さ れ る よ う に 第 １ 溝  
１ ４ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ シ ー ル ８ は 、 第 ２ 外 輪 ４ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 第 ２ 内 輪  
２ と 第 ２ 外 輪 ４ と の 間 の 隙 間 を 軸 方 向 Ａ に お け る 第 ２ 側 か ら 覆 っ て い る 。 第 ２ シ ー ル ８ は  
、 第 １ 円 筒 部 （ 円 筒 部 ） ８ １ を 有 し て い る 。 第 １ 円 筒 部 ８ １ は 、 複 数 の 軸 方 向 ラ ビ リ ン ス  
が 形 成 さ れ る よ う に 第 ２ 溝 ２ ４ 内 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
第 １ シ ー ル ７ に 関 す る 構 成 に つ い て 、 よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １  
内 輪 １ 、 第 １ 外 輪 ３ 、 複 数 の 第 １ 円 筒 こ ろ ５ 、 第 １ シ ー ル ７ 及 び 第 １ 保 持 器 ９ Ａ に よ っ て  
構 成 さ れ る 部 分 （ 以 下 、 「 第 １ 内 輪 １ 等 に よ っ て 構 成 さ れ る 部 分 」 と い う ） と 、 第 ２ 内 輪  
２ 、 第 ２ 外 輪 ４ 、 複 数 の 第 ２ 円 筒 こ ろ ６ 、 第 ２ シ ー ル ８ 及 び 第 ２ 保 持 器 ９ Ｂ に よ っ て 構 成  
さ れ る 部 分 （ 以 下 、 「 第 ２ 内 輪 ２ 等 に よ っ て 構 成 さ れ る 部 分 」 と い う ） と が 、 軸 受 １ ０ の  
中 心 線 に 垂 直 な 面 （ 第 １ 内 輪 １ と 第 ２ 内 輪 ２ と の 境 界 面 ） に 関 し て 面 対 称 の 関 係 に あ る た  
め 、 第 ２ シ ー ル ８ に 関 す る 構 成 に つ い て は 、 よ り 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 内 輪 １ は 、 鍔 部 １ ５ を 有 し て い る 。 鍔 部 １ ５ は 、 軌 道 面 １ １  
に 対 し て 軸 方 向 Ａ に お け る 第 １ 側 に 設 け ら れ て い る 。 鍔 部 １ ５ に お け る 第 １ 側 の 端 面 は 、  
第 １ 内 輪 １ の 端 面 １ ３ で あ る 。 つ ま り 、 第 １ 溝 １ ４ は 、 鍔 部 １ ５ に 形 成 さ れ て い る 。 な お  
、 軌 道 面 １ １ に 対 し て 軸 方 向 Ａ に お け る 第 ２ 側 に は 、 鍔 部 が 設 け ら れ て い な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
第 １ 内 輪 １ の う ち 第 １ 溝 １ ４ が 形 成 さ れ た 部 分 で あ る 鍔 部 １ ５ は 、 第 １ 部 分 １ ６ と 、 第 ２  
部 分 １ ７ と 、 を 含 ん で い る 。 第 １ 部 分 １ ６ は 、 第 １ 溝 １ ４ に 対 し て 径 方 向 Ｒ に お け る 内 側  
に 位 置 す る 部 分 で あ る 。 第 ２ 部 分 １ ７ は 、 第 １ 溝 １ ４ に 対 し て 径 方 向 Ｒ に お け る 外 側 に 位  
置 す る 部 分 で あ る 。 径 方 向 Ｒ に お け る 第 １ 部 分 １ ６ の 厚 さ は 、 径 方 向 Ｒ に お け る 第 ２ 部 分  
１ ７ の 厚 さ よ り も 大 き い 。 第 １ 内 輪 １ の 端 面 １ ３ は 、 第 １ 領 域 １ ３ ａ と 、 第 ２ 領 域 １ ３ ｂ  
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と 、 を 含 ん で い る 。 第 １ 領 域 １ ３ ａ は 、 第 １ 溝 １ ４ に 対 し て 径 方 向 Ｒ に お け る 内 側 に 位 置  
す る 領 域 で あ っ て 、 第 １ 部 分 １ ６ に お け る 第 １ 側 の 端 面 で あ る 。 第 ２ 領 域 １ ３ ｂ は 、 第 １  
溝 １ ４ に 対 し て 径 方 向 Ｒ に お け る 外 側 に 位 置 す る 領 域 で あ っ て 、 第 ２ 部 分 １ ７ に お け る 第  
１ 側 の 端 面 で あ る 。 第 ２ 領 域 １ ３ ｂ は 、 第 １ 領 域 １ ３ ａ に 対 し て 軸 方 向 Ａ に お け る 第 ２ 側  
に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
第 １ 外 輪 ３ は 、 内 周 面 ３ ４ を 有 し て い る 。 内 周 面 ３ ４ は 、 軌 道 面 ３ １ に 対 し て 軸 方 向 Ａ に  
お け る 第 １ 側 に 形 成 さ れ て い る 。 内 周 面 ３ ４ は 、 軌 道 面 ３ １ と 同 一 の 中 心 線 を 有 す る 円 柱  
面 で あ り 、 端 面 ３ ３ と 交 差 し て い る 。 な お 、 軌 道 面 ３ １ に 対 し て 軸 方 向 Ａ に お け る 第 ２ 側  
に は 、 鍔 部 ３ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
第 １ シ ー ル ７ は 、 第 １ 円 筒 部 ７ １ に 加 え 、 第 ２ 円 筒 部 ７ ２ と 、 第 ３ 円 筒 部 ７ ３ と 、 第 １ 底  
壁 部 （ 底 壁 部 ） ７ ４ と 、 第 ２ 底 壁 部 ７ ５ と 、 を 有 し て い る 。 第 ３ 円 筒 部 ７ ３ は 、 第 １ 円 筒  
部 ７ １ に 対 し て 径 方 向 Ｒ に お け る 外 側 に 位 置 し て お り 、 第 ２ 円 筒 部 ７ ２ は 、 第 ３ 円 筒 部 ７  
３ に 対 し て 径 方 向 Ｒ に お け る 外 側 に 位 置 し て い る 。 第 １ 円 筒 部 ７ １ 、 第 ２ 円 筒 部 ７ ２ 及 び  
第 ３ 円 筒 部 ７ ３ は 、 第 １ 外 輪 ３ と 同 一 の 中 心 線 を 有 し て い る 。 第 ２ 底 壁 部 ７ ５ は 、 第 １ 底  
壁 部 ７ ４ に 対 し て 軸 方 向 Ａ に お け る 第 ２ 側 に 位 置 し て い る 。 第 １ シ ー ル ７ で は 、 第 １ 底 壁  
部 ７ ４ が 、 軸 方 向 Ａ に お い て 最 も 第 １ 側 に 位 置 す る 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
第 １ 底 壁 部 ７ ４ は 、 第 １ 円 筒 部 ７ １ に お け る 第 １ 側 の 端 部 か ら 第 ３ 円 筒 部 ７ ３ に お け る 第  
１ 側 の 端 部 に 延 在 し て い る 。 つ ま り 、 第 １ 底 壁 部 ７ ４ は 、 第 １ 円 筒 部 ７ １ か ら 径 方 向 Ｒ に  
お け る 外 側 に 延 在 し て い る 。 第 ２ 底 壁 部 ７ ５ は 、 第 ３ 円 筒 部 ７ ３ に お け る 第 ２ 側 の 端 部 か  
ら 第 ２ 円 筒 部 ７ ２ に お け る 第 １ 側 の 端 部 に 延 在 し て い る 。 第 １ シ ー ル ７ は 、 例 え ば 金 属 材  
料 に よ っ て 、 一 体 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
第 １ シ ー ル ７ は 、 第 ２ 円 筒 部 ７ ２ が 第 １ 外 輪 ３ の 内 周 面 ３ ４ に 圧 入 さ れ る こ と で 、 第 １ 外  
輪 ３ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 第 １ シ ー ル ７ が 第 １ 外 輪 ３ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 第 １ 底  
壁 部 ７ ４ に お け る 第 ２ 側 の 表 面 ７ ４ ａ は 、 端 面 １ ３ の 第 ２ 領 域 １ ３ ｂ に 対 し て 軸 方 向 Ａ に  
お け る 第 １ 側 に 位 置 し て お り 且 つ 端 面 １ ３ の 第 １ 領 域 １ ３ ａ に 対 し て 軸 方 向 Ａ に お け る 第  
２ 側 に 位 置 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 底 壁 部 ７ ４ に お け る 第 １ 側 の 表 面 ７ ４ ｂ は 、  
端 面 １ ３ の 第 １ 領 域 １ ３ ａ と 同 一 平 面 上 に 位 置 し て い る 。 つ ま り 、 第 １ シ ー ル ７ は 、 端 面  
１ ３ の 第 １ 領 域 １ ３ ａ に 対 し て 軸 方 向 Ａ に お け る 第 １ 側 に 突 出 し た 部 分 を 有 し て い な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
第 １ シ ー ル ７ が 第 １ 外 輪 ３ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 、 第 １ 円 筒 部 ７ １ は 、 第 １ 溝 １ ４ の 開  
口 を 介 し て 第 １ 溝 １ ４ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 円 筒 部 ７ １ と 第 １ 部 分 １ ６  
と の 間 に 軸 方 向 ラ ビ リ ン ス Ａ Ｌ １ が 形 成 さ れ て お り 、 第 １ 円 筒 部 ７ １ と 第 ２ 部 分 １ ７ と の  
間 に 軸 方 向 ラ ビ リ ン ス Ａ Ｌ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 更 に 、 第 １ 円 筒 部 ７ １ と 第 １ 溝 １ ４ の 底  
面 と の 間 に 径 方 向 ラ ビ リ ン ス Ｒ Ｌ １ が 形 成 さ れ て お り 、 第 １ 底 壁 部 ７ ４ と 第 ２ 部 分 １ ７ と  
の 間 に 径 方 向 ラ ビ リ ン ス Ｒ Ｌ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 軸 受 １ ０ で は 、 第 １ 外 輪 ３ に 取 り 付 け ら れ た 第 １ シ ー ル ７ の 第 １ 円  
筒 部 ７ １ が 、 第 １ 内 輪 １ の 端 面 １ ３ に 形 成 さ れ た 第 １ 溝 １ ４ 内 に 配 置 さ れ る こ と で 、 複 数  
の 軸 方 向 ラ ビ リ ン ス Ａ Ｌ １ ， Ａ Ｌ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 同 様 に 、 第 ２ 外 輪 ４ に 取 り 付 け ら  
れ た 第 ２ シ ー ル ８ の 第 １ 円 筒 部 ８ １ が 、 第 ２ 内 輪 ２ の 端 面 ２ ３ に 形 成 さ れ た 第 ２ 溝 ２ ４ 内  
に 配 置 さ れ る こ と で 、 複 数 の 軸 方 向 ラ ビ リ ン ス が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 軸 受 １ ０  
の 構 成 部 品 以 外 の 部 品 を 利 用 し な く て も 、 高 い シ ー ル 性 能 （ す な わ ち 、 潤 滑 剤 の 漏 れ 及 び  
異 物 の 侵 入 を 抑 制 す る 性 能 ） を 有 す る 非 接 触 型 の 密 封 構 造 を 実 現 す る こ と が で き る 。 軸 受  
１ ０ は 、 端 面 １ ３ の 第 １ 領 域 １ ３ ａ 又 は 端 面 ２ ３ の 第 １ 領 域 に 軸 受 １ ０ の 構 成 部 品 以 外 の  
部 品 （ 前 蓋 又 は 後 蓋 等 ） が 接 触 す る こ と で 生 じ る フ レ ッ チ ン グ 摩 耗 粉 に 対 し て も 高 い シ ー  
ル 性 能 を 発 揮 し 得 る 。 更 に 、 第 １ 溝 １ ４ が 形 成 さ れ た 第 １ 内 輪 １ の 端 面 １ ３ が 、 第 １ 外 輪  
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３ の 端 面 ３ ３ に 対 し て 軸 方 向 Ａ に お け る 第 １ 側 に 位 置 し て い る 。 つ ま り 、 第 １ 内 輪 １ に お  
け る 軌 道 面 １ １ と 端 面 １ ３ と の 間 の 距 離 が 、 第 １ 外 輪 ３ に お け る 軌 道 面 ３ １ と 端 面 ３ ３ と  
の 間 の 距 離 よ り も 大 き く な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 溝 １ ４ が 形 成 さ れ る こ と に 起 因 し  
て 第 １ 内 輪 １ の 強 度 が 低 下 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る 。 同 様 に 、 第 ２ 溝 ２ ４ が 形 成 さ  
れ た 第 ２ 内 輪 ２ の 端 面 ２ ３ が 、 第 ２ 外 輪 ４ の 端 面 ４ ３ に 対 し て 軸 方 向 Ａ に お け る 第 ２ 側 に  
位 置 し て い る 。 つ ま り 、 第 ２ 内 輪 ２ に お け る 軌 道 面 ２ １ と 端 面 ２ ３ と の 間 の 距 離 が 、 第 ２  
外 輪 ４ に お け る 軌 道 面 ４ １ と 端 面 ４ ３ と の 間 の 距 離 よ り も 大 き く な っ て い る 。 こ れ に よ り  
、 第 ２ 溝 ２ ４ が 形 成 さ れ る こ と に 起 因 し て 第 ２ 内 輪 ２ の 強 度 が 低 下 す る の を 抑 制 す る こ と  
が で き る 。 以 上 に よ り 、 軸 受 １ ０ に よ れ ば 、 複 列 円 筒 こ ろ 軸 受 に お い て 、 高 い シ ー ル 性 能  
を 有 す る 非 接 触 型 の 密 封 構 造 を 、 強 度 の 低 下 を 抑 制 し つ つ 簡 易 な 構 成 で 実 現 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 軸 受 １ ０ で は 、 第 １ 内 輪 １ の 端 面 １ ３ に お い て 、 第 ２ 領 域 １ ３ ｂ が 第 １ 領 域 １ ３ ａ  
に 対 し て 軸 方 向 Ａ に お け る 第 ２ 側 に 位 置 し て お り 、 第 １ 底 壁 部 ７ ４ の 表 面 ７ ４ ａ が 、 第 ２  
領 域 １ ３ ｂ に 対 し て 軸 方 向 Ａ に お け る 第 １ 側 に 位 置 し て お り 且 つ 第 １ 領 域 １ ３ ａ に 対 し て  
軸 方 向 Ａ に お け る 第 ２ 側 に 位 置 し て い る 。 こ れ に よ り 、 第 １ シ ー ル ７ の 形 状 の 単 純 化 を 図  
り つ つ 、 軸 受 １ ０ に よ る 占 有 空 間 の 大 型 化 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 特 に 、 軸 受 １ ０ で は  
、 第 １ 領 域 １ ３ ａ に 対 し て 軸 方 向 Ａ に お け る 第 １ 側 に 突 出 し た 部 分 を 第 １ シ ー ル ７ が 有 し  
て い な い た め 、 軸 受 １ ０ に よ る 占 有 空 間 の 大 型 化 を よ り 確 実 に 抑 制 す る こ と が で き る 。 第  
２ 内 輪 ２ 等 に よ っ て 構 成 さ れ る 部 分 に よ っ て も 、 第 １ 内 輪 １ 等 に よ っ て 構 成 さ れ る 部 分 と  
同 様 の 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 軸 受 １ ０ で は 、 第 １ 溝 １ ４ が 第 １ 内 輪 １ の 鍔 部 １ ５ に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り  
、 第 １ 溝 １ ４ が 形 成 さ れ る こ と に 起 因 し て 第 １ 内 輪 １ の 強 度 が 低 下 す る の を よ り 確 実 に 抑  
制 す る こ と が で き る 。 第 ２ 内 輪 ２ 等 に よ っ て 構 成 さ れ る 部 分 に よ っ て も 、 第 １ 内 輪 １ 等 に  
よ っ て 構 成 さ れ る 部 分 と 同 様 の 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 軸 受 １ ０ で は 、 第 １ 内 輪 １ の う ち 第 １ 溝 １ ４ が 形 成 さ れ た 部 分 に お い て 、 径 方 向 Ｒ  
に お け る 第 １ 部 分 １ ６ の 厚 さ が 、 径 方 向 Ｒ に お け る 第 ２ 部 分 １ ７ の 厚 さ よ り も 大 き い 。 こ  
れ に よ り 、 第 １ 溝 １ ４ が 形 成 さ れ る こ と に 起 因 し て 第 １ 内 輪 １ の 強 度 が 低 下 す る の を よ り  
確 実 に 抑 制 す る こ と が で き る 。 第 ２ 内 輪 ２ 等 に よ っ て 構 成 さ れ る 部 分 に よ っ て も 、 第 １ 内  
輪 １ 等 に よ っ て 構 成 さ れ る 部 分 と 同 様 の 効 果 が 奏 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 軸 受 １ ０ で は 、 第 １ 内 輪 １ が 第 ２ 内 輪 ２ と 別 体 で 形 成 さ れ て お り 、 第 １ 外 輪 ３ が 第  
２ 外 輪 ４ と 別 体 で 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 次 の よ う に 、 第 １ 外 輪 ３ か ら 第 １ シ ー ル  
７ を 容 易 に 取 り 外 す こ と が で き る 。 す な わ ち 、 第 １ 内 輪 １ 等 に よ っ て 構 成 さ れ る 部 分 を 軸  
及 び ハ ウ ジ ン グ か ら 取 り 外 し た 状 態 で 、 第 １ 内 輪 １ に お け る 端 面 １ ３ と は 反 対 側 の 端 面 を  
軸 方 向 Ａ に 沿 っ て 押 圧 す る こ と で 、 第 １ 外 輪 ３ の 内 周 面 ３ ４ か ら 第 １ シ ー ル ７ の 第 ２ 円 筒  
部 ７ ２ を 取 り 外 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ シ ー  
ル ７ は 、 第 ４ 円 筒 部 ７ ６ を 更 に 有 し て い て も よ い 。 第 ４ 円 筒 部 ７ ６ は 、 第 １ 内 輪 １ の う ち  
第 １ 溝 １ ４ が 形 成 さ れ た 部 分 を 包 囲 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 第 ４ 円 筒 部  
７ ６ と 第 １ 内 輪 １ の 当 該 部 分 と の 間 に 軸 方 向 ラ ビ リ ン ス Ａ Ｌ ３ が 更 に 形 成 さ れ て い る 。 図  
３ に 示 さ れ る 例 に よ れ ば 、 よ り 高 い シ ー ル 性 能 を 有 す る 非 接 触 型 の 密 封 構 造 を 実 現 す る こ  
と が で き る 。 一 例 と し て 、 図 ３ に 示 さ れ る 例 で は 、 第 ４ 円 筒 部 ７ ６ に お け る 第 １ 側 の 端 部  
か ら 径 方 向 Ｒ に お け る 外 側 に 第 ３ 底 壁 部 ７ ７ が 延 在 し て お り 、 第 ３ 底 壁 部 ７ ７ に お け る 外  
側 の 端 部 に 設 け ら れ た 円 筒 部 が 第 １ シ ー ル ７ の 第 ３ 円 筒 部 ７ ３ の 内 側 に 圧 入 さ れ て い る 。  
第 ２ シ ー ル ８ も 、 同 様 の 第 ４ 円 筒 部 を 更 に 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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ま た 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ シ ー ル ７ は 、 弾 性 部 材 ７ ８ を 更 に 有 し て い て も よ い 。  
弾 性 部 材 ７ ８ は 、 第 １ 円 筒 部 ７ １ に 設 け ら れ て お り 、 第 １ 円 筒 部 ７ １ と 共 に 第 １ 溝 １ ４ 内  
に 配 置 さ れ て い る 。 弾 性 部 材 ７ ８ に お け る 第 ２ 側 の 表 面 、 内 側 の 表 面 及 び 外 側 の 表 面 の そ  
れ ぞ れ に は 、 円 環 状 に 延 在 す る 少 な く と も １ 本 の 溝 が 形 成 さ れ て い る 。 図 ４ に 示 さ れ る 例  
に よ れ ば 、 径 方 向 ラ ビ リ ン ス Ｒ Ｌ １ 、 軸 方 向 ラ ビ リ ン ス Ａ Ｌ １ 及 び 軸 方 向 ラ ビ リ ン ス Ａ Ｌ  
２ の そ れ ぞ れ に お い て 、 よ り 高 い シ ー ル 性 能 を 得 る こ と が で き る 。 一 例 と し て 、 弾 性 部 材  
７ ８ に つ い て は 、 ゴ ム 等 の 弾 性 材 料 を 用 い た 成 型 に よ っ て 任 意 の 形 状 を 得 る こ と が で き る  
。 第 ２ シ ー ル ８ も 、 同 様 の 弾 性 部 材 を 更 に 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 第 １ 内 輪 １ の 端 面 １ ３ に 複 数 本 の 第 １ 溝 １ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 第 １ シ ー ル ７ が 複  
数 の 円 筒 部 を 有 し て お り 、 各 第 １ 溝 １ ４ 内 に 第 １ シ ー ル ７ の 各 円 筒 部 が 配 置 さ れ て い て も  
よ い 。 ま た 、 第 ２ 内 輪 ２ の 端 面 ２ ３ に 複 数 本 の 第 ２ 溝 ２ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ シ ー ル  
８ が 複 数 の 円 筒 部 を 有 し て お り 、 各 第 ２ 溝 ２ ４ 内 に 第 ２ シ ー ル ８ の 各 円 筒 部 が 配 置 さ れ て  
い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 第 １ 内 輪 １ と 第 ２ 内 輪 ２ と の 間 に 内 輪 間 座 が 配 置 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 第 １ 外  
輪 ３ と 第 ２ 外 輪 ４ と の 間 に 外 輪 輪 間 座 が 配 置 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 第 １ 内 輪 １ と 第 ２  
内 輪 ２ と は 、 一 体 で 形 成 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 第 １ 外 輪 ３ と 第 ２ 外 輪 ４ と は 、 一 体 で  
形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 軸 受 １ ０ は 、 第 １ 内 輪 １ 等 に よ っ て 構 成 さ れ る 部 分 、 又 は 、 第 ２ 内 輪 ２ 等 に よ っ て  
構 成 さ れ る 部 分 を 含 む 単 列 こ ろ 軸 受 で あ っ て も よ い 。 軸 受 １ ０ が 、 第 １ 内 輪 １ 等 に よ っ て  
構 成 さ れ る 部 分 を 含 む 単 列 こ ろ 軸 受 で あ る 場 合 に は 、 軸 受 １ ０ に お け る 第 ２ 側 の 部 分 に 、  
第 １ シ ー ル ７ に 関 す る 構 成 が 設 け ら れ て い て も よ い 。 軸 受 １ ０ が 、 第 ２ 内 輪 ２ 等 に よ っ て  
構 成 さ れ る 部 分 を 含 む 単 列 こ ろ 軸 受 で あ る 場 合 に は 、 軸 受 １ ０ に お け る 第 １ 側 の 部 分 に 、  
第 ２ シ ー ル ８ に 関 す る 構 成 が 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 軸 受 １ ０ は 、 複 数 の 第 １ 円 筒 こ ろ ５ に 代 え て 、 複 数 の 第 １ 円 す い こ ろ を 備 え る も の  
で あ っ て も よ い 。 ま た 、 軸 受 １ ０ は 、 複 数 の 第 ２ 円 筒 こ ろ ６ に 代 え て 、 複 数 の 第 ２ 円 す い  
こ ろ を 備 え る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 第 １ 底 壁 部 ７ ４ に お け る 第 １ 側 の 表 面 ７ ４ ｂ は 、 端 面 １ ３ の 第 １ 領 域 １ ３ ａ に 対 し  
て 第 １ 側 に 位 置 し て い て も よ い し 、 或 い は 、 端 面 １ ３ の 第 １ 領 域 １ ３ ａ に 対 し て 第 ２ 側 に  
位 置 し て い て も よ い 。 第 ２ シ ー ル ８ に 関 す る 構 成 に お い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 軸 受 １ ０ で は 、 第 １ 内 輪 １ 等 に よ っ て 構 成 さ れ る 部 分 が 、 第 ２ 内 輪 ２ 等 に よ っ て 構  
成 さ れ る 部 分 に 対 し て 軸 端 側 に 配 置 さ れ て も よ い し 、 或 い は 、 第 ２ 内 輪 ２ 等 に よ っ て 構 成  
さ れ る 部 分 が 、 第 １ 内 輪 １ 等 に よ っ て 構 成 さ れ る 部 分 に 対 し て 軸 端 側 に 配 置 さ れ て も よ い  
。 ま た 、 軸 受 １ ０ の 構 成 部 品 以 外 の 部 品 を 利 用 し て 、 更 に 別 の ラ ビ リ ン ス を 形 成 し て も よ  
い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
１ … 第 １ 内 輪 、 ２ … 第 ２ 内 輪 、 ３ … 第 １ 外 輪 、 ４ … 第 ２ 外 輪 、 ５ … 第 １ 円 筒 こ ろ （ 第 １ こ  
ろ ） 、 ６ … 第 ２ 円 筒 こ ろ （ 第 ２ こ ろ ） 、 ７ … 第 １ シ ー ル 、 ８ … 第 ２ シ ー ル 、 １ ０ … 軸 受 、  
１ １ ， ２ １ ， ３ １ ， ４ １ … 軌 道 面 、 １ ３ ， ２ ３ ， ３ ３ ， ４ ３ … 端 面 、 １ ３ ａ … 第 １ 領 域 、  
１ ３ ｂ … 第 ２ 領 域 、 １ ４ … 第 １ 溝 、 １ ５ … 鍔 部 、 １ ６ … 第 １ 部 分 、 １ ７ … 第 ２ 部 分 、 ２ ４  
… 第 ２ 溝 、 ７ １ ， ８ １ … 第 １ 円 筒 部 （ 円 筒 部 ） 、 ７ ４ … 第 １ 底 壁 部 （ 底 壁 部 ） 、 ７ ４ ａ …  
表 面 、 Ａ … 軸 方 向 、 Ａ Ｌ １ ， Ａ Ｌ ２ … 軸 方 向 ラ ビ リ ン ス 、 Ｒ … 径 方 向 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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